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　ミニコンピューターHITAC　1011のような容量

の小さい装置でどのぐらいの動態がわかるのか検

討し，装置の概要と若干の使用経験を述べた．

　HITAC　1011の記憶容量は現在8kWである．

99mTc　Phytate　16mCiを前腕の静脈よりboluS　inj．

して，脳シンチグラフィーを行ない，関心領域を

設定して，ファンクションカーブを得ることがで

きた．解析プログラムをコマンドすれば，脳循環

の動態を知ることができる．また，肝，腎におい

ても解析プログラムにより，以上の要領で調べる

ことができる．

　次にサブトラクション・プログラムを肝膵シン

チで試み，肝と重なってはっきりしなかった膵が，

容易に認められた．

　RIにおける動態処理が注目されつつあるが，

価格の安いミニコンピュターの出現により，なお

一層，動態処理が容易になると思われる．

4．浜松医大RIセンターの紹介

伊藤　則行　　金子

仙田　宏平

　　　（浜松医大・放）

昌生

　本学設立マスタープランの重要ポイントであっ

た分散型RI研究施設の全てが完成した．建設工

程としてはサブセンターであるRI実験室が昭和

51年6月に先行して落成し，次いでRIセンター

が昭和52年6月に完成した．
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　RI実験室は最近のRI使用傾向を考慮して，

使い易くて便利な施設として基礎臨床研究棟2階，

および8階に各160m2の面積で設置された．ま

た，RIセンターは別棟に複合センターとして動

物センターと接続して設計され，特に動物を使っ

たRI実験に便利なほか，84種類の核種が，しか

も使用量の多い核種については1日当り数十mCi

を使用できる設備を備えている．600m2のRIセ

ンターは，1階がコバルト照射実験室，動物実験

室などの高中レベルRIの使用室に，また，2階

が生化学実験室，測定室などの低レベルRIの使

用室に大別されている．

　排水，および排気設備は建物のデッドスペース

を最大限利用して地下のピロティーに排水設備を，

そして屋上に排気設備を配置した．排水設備は地

震などわが国の事情を考慮して20m3ステンレス

鋼板製タンク3基，また，排気設備はRI実験室

の使用目的に応じた4系統の設備から成る．

　複合センターの中央に共同管理室があり，RI

センターに関する空調，排水，排気，および空間

線量モニターが遠隔的に監視できるほか，RI管

理に係る取まとめ業務を行なう．

5．名衛大における核医学診療施設と放射線管理

　　体制
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　新しく設置されたアイソトープ検査室の概要を

紹介した．測定装置はシンチカメラ，動態機能測

定装置（4ch．）とそれぞれon　lineで結んだデー

タ処理システム，ラジオイムノアッセイシステム

より成る．

　放射線管理体制は，作業環境測定士を放射線安

全管理のlineのに入れた点に特徴がある．
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